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（別紙３）自然空気乾燥法 

                                                            

 

水に濡れてしまった資料の乾燥方法のうち、比

較的簡便で安全な水濡れ資料の処置方法である

「自然空気乾燥法」を紹介する。 

  

 

 

 

  【注意すべきこと】 

・３日以上、湿気を含んだ状態で放置するとカビの危険にさらされるため迅速に作業を行う。 

・汚水で濡れた場合は、なるべく早い段階に水道水で洗ってから作業を進める。 

・濡れた状態の紙は非常に柔らかく裂けやすくなっているため、無理に開けない。 

・天日やアイロン、ドライヤーなどで急激に乾燥させない。また、電子レンジでの乾燥も紙

を傷めるため避ける。 

・アート紙やコート紙などの塗工紙は、濡れると乾く時にページが貼り付いてしまい、剥が

せなくなる場合が多い。湿っているうちに剥がして乾燥させる必要がある。そのため、作

業が間に合わない場合は、乾かさないようにポリ袋に入れたり、冷凍したりして「時間稼

ぎ」を行う。それができない場合は「資料防災マニュアル」の（別紙２）により時間稼ぎを

行って処理する。 

・作業の際は人体への安全性を第一に考え、マスクを着用し、換気等を行う。 

  

必要な道具 

・乾いたタオル 

・吸水紙 （吸取紙，キッチンペーパー，コピー用紙※，新聞紙など） 

※注意：反故紙を使用することもできるが，水性インクで印刷されている場合は，インクが水に滲むので，使

用を避ける。 

・板 

・重し（漬け物石など） 

・竹ベラやピンセットなど 

 

 

 

 

 

 



手順 

 

1、乾いたタオルで押さえて水分をとる 

水分が多い状態では次項２の作業が困難なため、上か

らタオルで押さえて水分を絞り出して吸水する。 

 

 

 

 

 

2、吸水紙を挟みこみ水分を吸着させる 

吸水紙を一度にたくさん挟みこむと資料が変形することもあるため注意する。水分が多

い状態では 1 ページずつ開くことは困難なため、まずはページが開きそうな箇所に紙を挟

み水分を吸い取る。何回か繰り返すと水分がなくなり開きやすくなる。竹べらやピンセット

を使ってページをめくってもよいが、水に濡れたページは破れやすいため注意する。 

 

 

 

←水分が多い

とページがは

がれにくい 

 

 

アート紙やコート紙などの塗工紙を含む資料の場合 

塗工紙のページを優先して処理する。塗工紙のページは、必ずページを 1 枚ずつ開き、ペ

ージごとに吸水紙を挟む。ページが重なっていると、乾くときに固着して、剥がれなくなっ

てしまう恐れがある。 

水分を吸った吸水紙はすぐに取り替える。塗工紙の表面が半乾きとなり、触れてさらさらし

た状態になるまで吸水紙を取り替える。通常 3 回程度でこの状態になる。この状態まで乾

けば、塗工紙が固着する恐れは大きく低下する。 

塗工紙の処置が終わったら，塗工紙以外のページの処置にかかる。 

 



3、吸水紙を取り替えながら、板に挟んで重石をのせ乾かす  

ページが貼り付いていないか確認しながら、板に挟んで重石をのせる。吸水紙は水分を吸っ

たらこまめに取り替える。 

 半乾きの状態になったら吸水紙を徐々に減らし、最終的には全て取り外した状態にする

と歪みを抑えられる。 

 

4、乾燥終了 

 

板や重しをのせないと･･･ 

紙が波打った状態で乾いてしまう。 

この状態で重石をのせても紙はまっすぐにな  

らない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

大量の資料が水に濡れた場合 

 

上記の方法は多くの手間と時間がかかる。大量の資料

が水に濡れた場合、塗工紙が含まれていない資料は右写

真のように資料を扇形に開いて立て、半乾きの状態にな

るまで扇風機等で乾燥させ、板に挟んで乾燥させること

もできる。 

 

 

 

もしくは、ブックトラックに資料を扇形に開き、ブックエンドで両脇を支え、吸水紙を軽

く丸めてページの間にはさみ、適宜、吸水紙をいれる箇所を変えながら扇風機等で乾燥させ

る方法もある。この方法だと資料転倒の恐れも少なく、乾燥具合によってブックトラックご

と移動が可能なため便利である。ブックトラックには空気の通り道ができるように段ボー

ルの穴が扇風機側になるよう敷くとよい。 
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